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ポートフォリオを用いたリハビリテーションの一報告
































































































































































1 私にはだいたいの将来希望計画がある。 5 4
2 将来のためを考えて今から準備していることがある。 5 3
3 私には将来の目標がある。 5 4
4 私の将来は漠然としていてつかみどころがない。 4 1
5 将来のことはあまり考えたくない。 3 1
6 私の将来には，希望がもてる。 3 5
7 10年後，私はどうなっているのかよくわからない。 3 4
8 自分の将来は自分できりひらく自信がある。 4 4
9 私には未来がないような気がする。 1 1
10 毎日の生活が充実している。 4 4
11 今の生活に満足している。 4 4
12 毎日が同じことのくり返しで退屈だ。 1 1
13 毎日がなんとなく過ぎていく。 2 2
14 今の自分は本当の自分ではないような気がする。 3 2
15 私は，自分の過去を受け入れることができる。 3 4
16 過去のことはあまり思い出したくない。 3 2
17 私の過去はつらいことばかりだった。 3 2
18 私は過去の出来事にこだわっている。 4 2
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４）自由回答
　ポートフォリオ作成に対して重要視していることに，作品を見ながら話すことがある。お互い
の作品を眺めながら，自分や相手の関心に沿って話を進めていく。それは，相手のことを知りた
い，自分のことを話したいという心が通い合う対話の時間でもある。
　Ａ子についても，ペアであるいは数人で話をしながら進めていく中で，自分自身の歴史が社会
の出来事を繋がっていることを発見することができたり，自分の知らなかった情報を得ることが
できたりして，知り得た情報はさらにファイルされていった。話を終えた時には，何らかのメッ
セージをそれぞれから書いてもらい，それもまたファイルされていくことで自分自身の気付かな
かった自分の新たな側面を知り，嬉しそうな表情を見せることもあった。
　本人からは，以前から訪ねてみたいと思っていた両親の新婚時代の町や自分が生まれた産院周
辺を歩くことで，両親と自分の強い絆を感じることができた。また他界した母親の若かりし頃の
姿を残されている写真と重ね合わせて実感することができた。自分史作成は，まだ始まったばか
りだけれども実際にファイルすることで記憶にあったものが，より明確になり知らなかったこと
もわかり，これからも続けていきたいし友人にも勧めたいと話してくれた。
　事例２
　Ｂ子　40代女性　既婚　主婦　家族と同居中
　Ｂ子は，応援している若い舞踊家の写真やチラシ，パンフレット，チケットの半券，新聞記事
等のファイルを始めている。舞台を観ることは最大の楽しみではあるが，一緒に写した写真やそ
の他の資料を100円ショップのクリアーファイルに集積することが，財産を増やすように大切で，
それらのファイルは何よりも宝物であると話す。
　Ｂ子は，持病をもっており体調の不良を訴える日々であったが，舞踊家の応援をするようにな
り周囲から若返ったと言われるようになると同時に閉経直前だった月経が再開，持病も軽快して
きた。健康になってきたことの実感と同時に家族や周囲からも変化を指摘される程に変化を見せ
てきた。その結果，家事や地域活動への参加も意欲的なってきたとのことである。
Ⅳ　考　察
　自分史作りは，新しいことやブームでなく以前から主に「書く」という方法で静かに浸透して
いることではあった。近年はパソコンの普及もあり書くことが苦手な人でも手軽にできるように
なってきている。インターネットで「自分史」と入力して検索すれば，数多くの書き方指南の書
籍や業者までその情報量は膨大なものである。　　　　　　　　
　その中で「ポートフォリオ」という方法は簡単に誰にでもでき経済的負担もないという利点が
ある。人はそれぞれ大切にしている思い出や物があり，それらは箱に入れたり，棚に仕舞い込ん
だり，封筒に入れたままだったりと散在していることが多いようである。それらを一元化して見
ることで，それまで気付かなかったことに気付いたり，知らなかったことがわかったりと大切な
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ものがさらに輝きを増してくるのが，ポートフォリオの利点でもある。
　リハビリテーションは，『その人らしく，いつまでも，楽しく生き生きと生活できることを目
指して取り組むこと』の定義通り，事例Ｂ子は，ポートフォリオで大好きなものをファイルする
ことで生き生きと持病も軽快し月経が再開するというアンチエイジング効果も見られるようにな
り家事や社会活動もできるようになったと話す。勿論，舞踊家を応援することでの効果であると
考えられるが，集積した写真や資料を日常的にファイルを開いて眺める時間は「至福の時」であ
ると話している。
　高江洲５）は，物語りを基盤とした音楽療法を実践し効果を奏している。精神科領域や高齢者，
認知症の方々への実践で慣れ親しんだ馴染みの音楽を使いながら，その人なりの「自分史物語」
を音楽で表現していく技法である。実際にセッションを見学参加したが，馴染んだ曲が始まると
それまで動きの少なかった認知症の方々が，歌いだし踊りを始め語り始めるという場面に遭遇す
ることができた。いずみ病院では作業療法の一環として実践されている。
　岩佐６）の研究では，地域在宅超高齢者（85歳以上）訪問型介入プログラム自分史くらぶを3ヶ
月実施することで握力や見当識，体力の改善が見られたと報告している。
　ポートフォリオによる自分史作成を紹介すると，中には過去は思い出したくない，消したいと
思っていると取り組みに否定的な方もあるが，山口７）は高齢者の時間的展望の特徴として，挫
折や葛藤，喪失などの否定的な語りは，他者の言葉を取り入れたり，再吟味を促すできごとの経
験を経て再構築され，より肯定的に変化すると述べていることから，このような方こそポートフ
ォリオで作成する中で他者との会話によって過去の再構築をして肯定的な変化を期待したいと考
える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　原田８）は，人が自らの未来・現在・過去に対して肯定的な感情を持つとするならば，その人は，
未来や過去も含めたその人自身の人生に対して肯定的な評価をしていると捉えることができる。
時間的態度が肯定的であるということは，高齢者にとって「幸福な老い」の状態を意味するので
はないだろうかと述べ，高齢者を対象とした時間的態度研究は有意義であると述べている。
Ⅴ　結　論
　本研究は，まだスタートしたばかりで現在進行中であるため現時点でのデータの集積は不十分
である。このような状態で「ポートフォリオでリハビリテーション」の効果について結論を述べ
ることは早計過ぎるが，今後も継続して研究を続けていく中での効果判定を待ちたいと考える。
しかしポートフォリオ法は，すでに教育や医療の分野で効果を上げており，リハビリテーション
の分野での応用が求められるところである。
　今回は，当初の目的のリハビリテーションを受けている方へのアプローチができずに終了して
しまったが，今後の課題として取り組みたいと考えている。
　本研究の一部において勤務校の短期大学生にポートフォリオ作成を実施した。パーソナルポー
トフォリオとテーマポートフォリオの二種類を作成中である。「障害の理解」という筆者が担当
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する教科において，テキストは指定せずグループで調べて資料を作成し発表する学習や各自が文
献や新聞，インターネット等を使って資料を収集し１冊のポートフォリオで自分だけのオリジナ
ルテキストを作成中である。
　また，パーソナルポートフォリオを作成することで介護の現場において自分史作りに活用する
ことができると考える。
　最近では，それぞれが作成したポートフォリオを提示して，自分を知ってもらうことや自分の
関心，学んだことをアピールする面接がアメリカでは行われていると聞いたことがある。
　それぞれの分野で簡単で手軽にできるポートフォリオで『その人らしく，いつまでも，楽しく
生き生きと生活できることを目指して取り組む』実践を普及できればと今後も継続して研究を続
けていきたい。
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